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〜
三
期
目
に
向
け
て
〜

　

市
長
初
就
任
時
の
平
成
20
年
は
、
国
の
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
交
付
税
や
各
種
補
助
金
の
削
減
等
に
よ

り
、
本
市
を
含
め
多
く
の
地
方
自
治
体
は
、
か
つ
て

な
い
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
不
断
の
取
り
組
み
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
た
第
１
次
行
財
政
改
革
を
更
に
推
し
進
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
く
第
２
次
行
政
改
革
に
お
い
て
も

着
実
に
実
施
計
画
を
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
の
自
然
趨
勢
に
よ
る
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
予
想
を
上
回
る
も

の
が
あ
り
、『
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
』
や
『
自
助
・

共
助
・
公
助
』
等
を
基
本
と
し
た
地
域
で
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
提
唱
し
、
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
と
し
て
、
外
出

機
会
の
拡
大
に
向
け
た
交
通
体
系
の
見
直
し
を
行

い
、
通
院
や
買
い
物
等
の
利
便
性
の
確
保
や
生
涯
学

習
な
ど
の
社
会
参
画
の
支
援
と
し
て
、
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
「
お
太
助
ワ
ゴ
ン
」
の
運
行
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
に
関
し

て
も
、「
学
習
補
助
員
の
配
置
」
な
ど
子
供
た
ち
の

確
か
な
学
力
向
上
に
対
す
る
支
援
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
合
併
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
安
芸

高
田
市
葬
斎
場
あ
じ
さ
い
聖
苑
」
や
「
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
み
ら
い
」
の
建
設
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
等
、
生
活
基
盤
の
充
実
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
神
楽
」
や
「
毛
利
元
就
」、「
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」
や
「
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
」
な

ど
、
地
域
の
宝
を
活
か
し
た
安
芸
高
田
市
の
知
名
度

の
向
上
に
も
努
め
ま
し
た
。

　

同
時
に
地
産
地
消
を
、
よ
り
一
層
推
し
進
め
、
小

規
模
農
家
と
法
人
・
認
定
農
業
者
等
い
わ
ゆ
る
担
い

手
と
の
役
割
分
担
も
明
確
に
し
た
地
域
農
業
の
振

興
、
ま
た
企
業
誘
致
に
も
鋭
意
取
り
組
む
中
で
、
既

存
企
業
と
も
連
携
し
、
雇
用
の
場
の
確
保
に
も
努
力

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
合
併
後
に
お

け
る
六
町
の
速
や
か
な
一
体
化
が
着
実
に
図
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
も
繋
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 

市
長
「
一
・
二
期
目
を
振
り
返
っ
て
」

  

三
期
目
に
向
け
て

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
、

結
果
と
し
て
、
市
税
等
の
歳
入
の
減
少
や

社
会
保
障
経
費
等
の
歳
出
の
増
大
に
つ
な

が
り
、
市
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
人
口
に
対
す
る
若
者
等
の
生

産
年
齢
人
口
の
比
率
が
低
下
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
に
比
例
し
て
地
域
の
活
力
の
低

下
に
繋
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

特
に
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
整
備
、

高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
支
援
に
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
と
い
う

厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
『
市
民
総

ヘ
ル
パ
ー
構
想
』
と
い
う
言
葉
で
、『
自
助
・
共
助
・

公
助
』
等
を
基
本
と
し
た
地
域
で
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
を
提
唱
し
て
き
た
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
と
し
て
、「
24
時

間
保
育
の
充
実
」「
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
」「
高

等
学
校
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
」「
保
育
料
の
無

料
化
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
市

民
の
皆
様
の
生
活
様
式
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
の
把

握
と
生
活
相
談
に
対
応
す
る
「
生
活
支
援
員
」
制
度

の
新
設
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
市
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、
平
成
23
年

に
設
立
し
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
」
の
拡
大
に
よ

る
、
文
化
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
・
特
産
品
の
販
売
・
企

業
誘
致
の
推
進
、
道
の
駅
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性

化
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
３
月
に
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
「
甲
立
古
墳
」
の
整
備
計
画
を

策
定
し
、
市
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。　
　

　

さ
ら
に
は
、
雇
用
対
策
と
し
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
全
市
に
お
い
て
開
始
し
た
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
」「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
」

の
推
進
、
空
家
等
の
有
効
活
用
に
よ
る
企

業
誘
致
に
よ
り
、
雇
用
の
促
進
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

　

特
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
は
力
を
注
ぎ
、

強
い
農
業
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
れ
る
よ

う
効
果
的
な
事
業
展
開
に
努
め
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
行
政
運
営
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4 月 18 日（月）初登庁 クリスルタルアージョ

正面玄関前で多くの職員に出向かえられる中、

お祝いの花束を受け取る

選挙管理委員会委員長より当選証書を手渡される

浜田市長、職員の前で力強く訓示をする
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